
（１）「準備会」について

１

学校整備計画（案）を作成するにあたり、保護者・地域住民の意見を反映するため、学校整
備計画（素案）をもとに、テーマごとに意見交換を行う場です。

区からのご説明事項

※ 学校整備計画（案）の作成後に説明会を開催し、再編により教育環境に重大な支
障が生じるといった具体的なご指摘がなければ、詳細事項を協議・検討する学校
設置協議会を設置します。

生野区では、学校規模の適正化をはかるだけでなく、新たな学校での教育環境
の充実、子育て環境の充実、災害に強いまちづくりを通じて、まちの活性化をめざ
す計画として、平成28年2月に「生野区西部地域学校再編整備計画」を策定し、林
寺小学校・生野小学校・舎利寺小学校・西生野小学校を再編し、新たな小学校を作
ることをご提案しました。
また、平成29年7月、生野区がめざす教育内容と環境整備案を示した「生野の教
育」を公表しました。
その上で、議論のたたき台となる「生野中学校区学校整備計画（素案）」をお示し
し、意見交換を行ったうえで、具体的な学校整備計画（案）を策定するため、平成29
年12月21日に生野区役所において初会合を開催し、「生野中学校区 学校設置協
議会準備会 (以下、「準備会」といいます)」を発足しました。

本紙では、「準備会」における協議内容をご報告いたします。

生野中学校区

学校設置協議会準備会 ニュース

（２）構成メンバーについて

○「準備会」 委員（合計12名）
・林寺まちづくり協議会、生野地区運営委員会、舎利寺まちづくり協議会、及び西生野
まちづくり協議会からのご推薦を受けた方（各２名）
・林寺小学校、生野小学校、舎利寺小学校、及び西生野小学校のPTA、並びに生
野中学校のPTAからのご推薦を受けた方（中学校４名、小学校各２名）
※林寺小学校区からの各ご推薦はありませんでしたが、準備会の動向をふまえ、今後の参加を検討
することとされています

○関係校
生野中学校長、林寺小学校長、生野小学校長、舎利寺小学校長、西生野小学校長
○事務局
教育委員会事務局、生野区役所
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２

（３）準備会の進め方について

区からのご提案事項

 開催頻度は、月１回程度とする
 意見交換するテーマは、以下のとおりとする

（４）準備会の運営方法について

 準備会の進行役は、事務局が行う
 傍聴を可能とするが、会場の関係で定員を設ける
 議題について意見を述べることができる、オブザーバーの参加を可能とする

第２回の準備会の議題（意見交換項目）は区からの提案である「学校
再編にかかる総論」に加え、「地域・PTAと連携した学校運営（再編前の
小小交流、小中交流）」についても意見交換を行うこととなりました。
また、開催のたびに次回の内容を確認することになりました。



３

 オブザーバーの詳細は次のとおりとする

‧ 意見交換するテーマに応じて、参加を可能とする。
‧ オブザーバーは、進行役の指名により、テーマに関して意見を述べること

ができる。
‧ あらかじめ参加可能人数を設定する。（例：各小学校区○名など）
‧ オブザーバー出席を希望する方は、開催日の５日前までに事務局へ事前登

録する。
※申込方法は、申込書の持参、FAXまたはメールとする。
※希望者多数の場合は、開催日の３日前に公開抽選する。

• 考える会の開催ごとに、次回のテーマとオブザーバーの人数等を確認する。
• 具体的なオブザーバーの対象イメージは、次のとおり。

意見交換のテーマ オブザーバー

●学校再編にかかる総論 ・校区内在住の方なら誰でも

●児童生徒数推移、校地、開校時期 ・校区内在住の方なら誰でも

●通学路の安全対策

・校区内在住の方なら誰でも
・以下の方を優先
・見守り活動をしている方
・未就学児、在校生の保護者

●地域・PTAと連携した学校運営
・校区内在住の方なら誰でも
・以下の方を優先
・学校と連携した取組をしている方

●跡地活用 ・校区内在住の方なら誰でも

●学校設置協議会の設置 ・校区内在住の方なら誰でも

●その他

・校区内在住の方なら誰でも
・以下の方を優先
・生涯学習ルーム活動をしている方
・学校体育施設開放事業を利用している方
・はぐくみネット活動をしている方

区からのご提案内容のとおりに会を運営することとなりました。



４

ご意見・ご要望等と協議結果について

全体として

小小連携について

★ 平成29年７月の説明会以降の動きが遅く、行政の本気度を疑ってしまう。

★ 準備会に出席している方や地域が学校再編に必ず賛成しているというわけで
はない。周囲でも、学校再編に対して賛成か反対か迷っている方も多い。

★ 賛成意見も反対意見も含めて、生野中学校区の４小学校区が全部集まって意
見を出しあうことが重要だ。

★ 将来の学校づくりだけではなく、今の在籍児童のことも考え、取り組む必要があ
る。むしろこちらの方が重要だ。

★ 生野中学校区の４小学校合同での授業や行事を実施するといった交流を進め
られないか。交流を通して、子どもたちも友達が増えていけば、学校再編に向
けて肯定的な声も高まるのではないか。

★ 小学校相互の連携は、小規模校のデメリットに関する話にもつながるテーマで
もあるので、再編までの間の在籍児童が受ける小規模校のデメリットに対する
救済措置をまず一番に話し合うべきではないか。

準備会は、子どもたちにとってより良い教育環境づくりのため、賛成・
反対も含めた、それぞれの立場で意見を出せる場とすることとなりました。

当初、平成30年４月に話し合いを予定していた、再編前の小小交流・小中
交流については、話し合いの時期を繰り上げ、次回（平成30年１月）の意見
交換のテーマとすることとなりました。

発行
生野区役所 地域まちづくり課
電話：06-6715-9920

学校再編に関する情報は生野区ホームページでも
ご覧いただけます。


